
5月 18日に「段ボールオーブンでピザを焼こう」が行われました。 

196名 70家族の申込があり、抽選の結果 20家族 70名の参加となりま

した。家族そろって１つのもの 

に向かって協働している素敵な姿 

を見させていただきました。そう 

いう時間を提供できてよかったと 

思っているところです。 
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朝少の企画事業等の情報はコチラ👇

 インスタグラム 

体験・経験により人が成長す

るという価値は「不易」です。 

ぜひ、体験・経験の場として

この朝日少年自然の家をご活

用ください。 ウスバシロチョウというチョウです。モ

ンシロチョウの仲間ではなく、アゲハチョ

ウの仲間です。５月上旬にしか姿を見るこ

とができません。キャンプ場付近で飛んで

います。ふわふわとゆっくり飛ぶので、観察

しやすいチョウです。ムラサキケマンやヤ

マエンゴサク等に産卵します。 

ガの仲間は繭をつくって蛹になるものが

多いのですが、チョウの仲間は、ほとんど繭 

をつくりません。ウスバシロチョウの幼虫は繭をつくりその中で蛹に

なる珍しいチョウです。 

 ５月８日に長崎小学校の１年生が春
探しに来てくださいました。あいにく
肌寒い天気だったのですが、楽しく活
動していました。別れの集いで４人の
子が感想を発表してくれました。４人
とも「楽しかったです。」と発表しまし
た。すると、ある子が「ぼくは、楽しか
ったじゃなく、うれしかった。」と呟き
ました。何がうれしかったのか気にな
ったので、その子に聞いてみました。す
ると、「探検ができてうれしかった。普
通では、したくても探検のようなこと
ができないから。」という声でした。 
 きっとこの子は探検（冒険）のような
ことをしてみたいという願いがあった
のでしょう。その願いが叶って「うれし
かった」のだと感じました。 
そういった探検（冒険）の雰囲気を味

わえてもらったのであれば、日々環境
整備をしているスタッフ一同も「うれ
しい」と感じているところです。 

５月１１日は、寒河江第二幼稚園の親子ピクニックでご
利用いただきました。その活動の中で、朝少に自生してい
る野草を採って、ヨモギだんご・ヨモギやウコギ等の天ぷ
らを作って、親子で味わっていました。特に、天ぷらを食べ
ていた子どもたちが、ほろ苦くても「おいしそうに」、また、
「もったいなさそうに」食べている姿を見せており、とて
も印象的でした。 
食育にもつながり、この朝少の自然を「食」という形で感

じてもらえるすばらしい活動でした。朝少の自然を満喫し
ていただけたのではないでしょうか。 

「うれしい」の意味 

自然を感

じる体験 


